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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月10日(2010.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号一致検出回路であって、
　第１の差動トランジスタ対と、
　前記第１の差動トランジスタ対と結合される第２の差動トランジスタ対と、
　前記第２の差動トランジスタ対と並列に前記第１の差動トランジスタ対と結合される第
３の差動トランジスタ対と、
　前記第１、第２および第３の差動トランジスタ対と結合され、動作時に、前記第１、第
２および第３の差動トランジスタ対へ伝達される第１の入力信号を受け取る第１の入力信
号端子と、
　前記第１、第２および第３の差動トランジスタ対と結合され、動作時に、前記第１、第
２および第３の差動トランジスタ対へ伝達される第２の入力信号を受け取る第２の入力信
号端子と、
　前記第１の差動トランジスタ対と結合される電流源と
を備え、
　動作時に、前記第２および第３の差動トランジスタ対の複数の電流が組み合わされ、組
み合わされた前記電流が、前記第１の入力信号と前記第２の入力信号との間に一致がある
か否かを示す、
　信号一致検出回路。
【請求項２】
　請求項１に記載の信号一致検出回路であって、動作時に、
　前記電流源が、前記第１の差動トランジスタ対へ第１のテール電流を供給し、
　前記第１の差動トランジスタ対の第１のトランジスタが、前記第２の差動トランジスタ
対へ第２のテール電流を供給し、
　前記第１の差動トランジスタ対の第２のトランジスタが、前記第３の差動トランジスタ
対へ第３のテール電流を供給する、
　信号一致検出回路。
【請求項３】
　請求項２に記載の信号一致検出回路であって、
　前記第１の入力信号端子が、前記第１の差動トランジスタ対の前記第１のトランジスタ
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のゲート端子と結合され、
　前記第２の入力信号端子が、（ｉ）前記第１の差動トランジスタ対の前記第２のトラン
ジスタのゲート端子、および（ｉｉ）前記第２および第３の差動トランジスタ対のそれぞ
れの第１のトランジスタのそれぞれのゲート端子と結合され、
　前記第１の入力信号端子が更に、前記第２および第３の差動トランジスタ対のそれぞれ
の第２のトランジスタのそれぞれのゲート端子と結合される、
　信号一致検出回路。
【請求項４】
　請求項３に記載の信号一致検出回路であって、前記第２の差動トランジスタ対の前記第
２のトランジスタおよび前記第３の差動トランジスタ対の前記第１のトランジスタと結合
される電流ミラーを更に含み、前記電流ミラーは、前記信号一致検出回路のプルアップ・
デバイスとして動作し、動作時に、前記第１の入力信号と前記第２の入力信号との間に一
致があるか否かを示すために、前記第２の差動トランジスタ対の前記第２のトランジスタ
と前記第２の差動トランジスタ対の前記第１のトランジスタとのそれぞれの電流が組み合
わされて前記電流ミラーによってミラーリングされる、信号一致検出回路。
【請求項５】
　請求項３に記載の信号一致検出回路であって、前記電流ミラーと結合されるスレッショ
ルド調節デバイスを更に含み、前記スレッショルド調節デバイスの抵抗を変化させること
により電圧スレッショルドを確立し、前記電圧スレッショルドよりも下では、前記信号一
致回路が前記第１の入力信号と前記第２の入力信号との一致を示さないようにする、信号
一致検出回路。
【請求項６】
　請求項５に記載の信号一致検出回路であって、前記スレッショルド調節デバイスがｎ型
電界効果トランジスタを備える、信号一致検出回路。
【請求項７】
　請求項３に記載の信号一致検出回路であって、
　前記第２の差動トランジスタ対の前記第１のトランジスタおよび前記第３の差動トラン
ジスタ対の前記第２のトランジスタと結合される第１の電流ミラーと、
　前記第１の電流ミラーと結合され、前記信号一致検出回路のプルダウン・デバイスとし
て動作する第２の電流ミラーと
を更に備え、動作時に、
　前記第２の差動トランジスタ対の前記第１のトランジスタと前記第３の差動トランジス
タ対の前記第２のトランジスタとのそれぞれの電流が組み合わされて前記第１の電流ミラ
ーによりミラーリングされ、
　前記第１の入力信号と前記第２の入力信号との間に一致があるか否かを示すために、前
記第１の電流ミラーの電流が前記第２の電流ミラーによりミラーリングされる、
　信号一致検出回路。
【請求項８】
　請求項１に記載の信号一致検出回路であって、
　前記第２の差動トランジスタ対の前記第２のトランジスタおよび前記第３の差動トラン
ジスタ対の前記第１のトランジスタと結合される第３の電流ミラーを更に備え、前記第３
の電流ミラーは、前記信号一致検出回路のプルアップ・デバイスとして動作し、動作時に
、前記第１の入力信号と前記第２の入力信号との間に一致があるか否かを示すために、前
記第２の差動トランジスタ対の前記第２のトランジスタと前記第２の差動トランジスタ対
の前記第１のトランジスタとのそれぞれの電流が組み合わされて前記第３の電流ミラーに
よってミラーリングされるものであり、かつ、
　前記第２および第３の電流ミラーに結合された信号バッファを更に備え、動作時に、前
記信号バッファは、前記第２および第３の電流ミラーの電流に基づいてデジタル信号を生
成し、前記デジタル信号は、前記第１の入力信号と前記第２の入力信号との間に一致があ
るか否かを示すものである、
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　信号一致検出回路。
【請求項９】
　請求項８に記載の信号一致検出回路であって、前記信号バッファがインバータ回路を備
える、信号一致検出回路。
【請求項１０】
　請求項１に記載の信号一致検出回路であって、前記電流源が、第１および第２のｎ型電
界効果トランジスタ（ＦＥＴ）を備え、
　前記第１のｎ型ＦＥＴのソース端子が電気的接地と結合され、
　前記第１のｎ型ＦＥＴのドレイン端子が前記第２のｎ型ＦＥＴのソース端子と結合され
、
　前記第２のｎ型ＦＥＴのドレイン端子が、前記第１の差動トランジスタ対の第１および
第２のトランジスタのそれぞれのソース端子と結合される、
　信号一致検出回路。
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